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「マーケティングの基本 21」 ・・・流通経路戦略（その２）

本誌では、「マーケティングの基本」というテーマを特集しています。

今は、ステップ４の「マーケティングミックスの策定」の解説をしています。

今回からは、４Ｐの中の流通経路戦略について、基本的な考え方と事例をご紹介します。

なお、本誌のバックナンバーは、以下のサイトでご覧になれます。

http://www.thanksmind.co.jp/newsletter.htm

１．マーケティング戦略策定の基本手順

マーケティング戦略を策定する際の基本的な手順は以下の４ステップです
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２．マーケティングミックスの内容 ・・・詳細は２９６号を参照ください。

①流通経路戦略の基本的考え方

「流通経路戦略」とは、「お客様に効率的・効果的に製品を届けるために流通を最適化するための戦略」

です。

②流通経路戦略の具体例

Ａ：お客様が買いやすい場所の開拓 ・・・ 花王のスーパー／ＤＨＣのコンビニエンスストア

Ｂ：求めるお客様がいる場所への出店 ・・・ 外食企業の社員食堂への出店

Ｃ：お客様が集まる場所への出店 ・・・ コンビニエンスストアのエキナカ／郵便局への出店

――――― ここまで前回（詳細は前号参照） ―――――

Ｄ：大手小売店との独占販売契約 ・・・ 船井電機＆ウォールマート・ヤマダ電機

「アメリカで一番売れている日本のテレビメーカーはどこだと思いますか？

私は研修でよく、こういう質問をします。

「シャープ？」「ソニー？」「パナソニック？」「東芝？」

いろいろなメーカーの名前が挙がりますが、正解は「船井電機」です。

「船井？ 何で？」

それは、世界一のスーパーマーケットである、ウォールマートに独占的に供給しているからです。

消費者は、「ＦＵＮＡＩ」のことは良く知らなくても、ウォールマートが売っているならば安心、とい

うことで買っていきます。

力が弱い会社でも、大手と組むことによって、一気に販売を拡大することができます。

大手小売店としても、他のメーカーよりも好条件で仕入れることができるので、消費者にとって魅力的

な安価で販売しても、十分な利益を確保することができます。

まさに、「ＷＩＮ－ＷＩＮの関係」です。

ちなみに、２０１７年から船井電機は、日本市場において、ヤマダ電機と同じような仕組みを展開して

います。



Ｅ：ネット販売と店舗販売の相乗効果の仕組みづくり ・・・ ワークマンのキャンプ用品

ワークマンの業績が好調です。 ２０１９年３月期の売上高（６７０億円）は、２０２２年３月期に

は、１，１４４億円と、７０％も増加しました。

もともと、作業衣や安全靴の店でしたが、今や、ユニクロに対抗するような実用衣料店になっています。

そんなワークマンが今年、キャンプ用品市場に参入しました。

販売方法は、オンラインです。

ワークマンの店舗面積は１００坪が標準ですが、オンラインですので、店舗に在庫を置いておく必要

がありません。

また、特徴的なのは、テントやタープといった高額商品の大半が「店舗受取限定」であることです。

消費者にとっては送料無料というメリットがありますが、ワークマンにとっても、受取時に他の商品の

購入機会を増やすことが期待できます。

ちなみに、店舗での取り寄せや開封はできませんので、店舗の販売員が行うことは、商品の引き渡し

をする程度であり、仕事の負荷は、それほど増加しません。

ネット販売と店舗販売の相乗効果を狙った面白い仕組みです。

F：無人店舗による販売 ・・・ 餃子の雪松の無人店舗

スポーツジム、日焼けサロン等のサービス業。 餃子や、パン等の小売業。

最近、無人店舗を目にすることが多くなりました。

餃子の無人店舗業界ＮＯ．１の「雪松」は、２０２２年４月時点で、全国に３７２店の店舗を展開して

います。

２０２０年１月時点では１９店だったので、２年間で、何と２０倍になっています。

無人店舗のメリットは、何と言っても、人件費がかからないこと。

食料品の小売業においては、人件費率が概ね１５％程度ですので、この負担が無くなることは、経営を

非常に楽にします。



また、２４時間３６５日営業できることも、大きなメリットです。

消費者の利便性は高まりますし、店舗にとっても販売機会を増やすことができます。

万引き等、セキュリティ面でもリスクもありますが、今後、日本において労働人口が減少する中で、

こうした形態の店舗は間違いなく増加して行くことでしょう。

Ｇ：自動販売機による販売 ・・・ ヌードルツアー

自動販売機も無人店舗の一種ですが、やはり、最近、非常に増加しています。

昔からある飲料やアイス等はもちろんのこと、パン、菓子、食料等、様々なものが販売されています。

私の自宅は、西武新宿線新所沢駅が最寄り駅ですが、半年くらい前に、駅の構内に、ラーメンの自動販

売機が設置されました。

全国の有名店のラーメンが冷凍形式で販売されています。

昼間に買っている人はまだ見たことありませんが、夜は、結構、買っていく人を見かけます。

飲んで帰った後、自宅で「締めのラーメン」を食べるのかも知れません。

自動販売機は、上述の無人店舗のメリットに加えて、小スペースで設置できます。 空きスペースを

利用した気軽なサイドビジネスとして、今後も増えて行くでしょう。

                              ＜次回に続く＞


